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研究分野：音楽学（西洋音楽史） 
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１．研究計画の概要 
 

本研究は、ドイツの作曲家リヒャルト・ヴ
ァーグナー Richard Wagner (1813-83) のオ
ペラにおいて、音楽と言葉が緊密に結びつい
た 歌 唱 旋 律 で あ る 「 詩 の メ ロ デ ィ ー 
Versmelodie」がいかにして生成し、それが
音楽表現におけるリアリズムをいかにもた
らしたのかを明らかにすることを目的とす
る。また音楽と言葉の関係の観点から、ヴァ
ーグナーのオペラとそれ以後の作曲家への
影響関係を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 

具体的な分析の観点は次の通りである。
(1)リブレット（台本）の詩形を確認した上
で、その韻律が音楽の拍節法とどのように一
致／矛盾しているのか。(2)強音節に当たる
言葉が、歌唱旋律においてどのように音楽的
アクセントを加えられているのか。(3)伝統
的な韻律法に基づくテクスト（音楽の韻文）
がどの程度音楽の方形化（４小節フレーズ、
音楽の韻文）をとっているのか。(4)それに
対して、頭韻によるテクスト（言葉の散文）
にはどのような音楽フレーズが適応されて
いるのか。(5)詩（言葉）の各音節の背景に
はどのような和音が与えられているのか。 
 こうした観点による研究により、以下のこ
とが明らかになっている。 

(1)ヴァーグナーが伝統的な韻律法を排除
するきっかけとなった詩形「５脚のヤンブス
詩行」は、そもそも音楽史やオペラ史のコン
テクストから取り入れられたものではなく、
演劇的な観点からによるものであること。
(2)音楽の方形化は楽劇以降でも重要な機能

を果たしている。(3)詩のメロディーは単な
る歌唱旋律なのではなく、その背後で鳴って
いる和音ないし和声との関係が重要である
こと。とりわけ、歌われる音が和音構成の第
何音なのかが重要であり、根音から遠いほど
ネガティヴなニュアンスを込めている。また
属和音→主和音の機能を崩壊させながら常
にそれを意識する大きな枠組みでの和声進
行も重要な役割を果たしている。(4)その一
方でリズム面は極めて保守的な立場を示し
ていること。(5)楽劇作品においては、言葉
の韻文／散文と音楽の韻文／散文の関係が
重要であること。伝統的な韻律法を再び採用
した《マイスタージンガー》では、古くて新
しい手法が探求されているが、ここでは音楽
と言葉の亀裂が必ずしもネガティヴな意味
だけを示しているのではないこと。(6)マー
ラーの交響曲においても、言葉の詩形や韻律、
それと対応する旋律形、音楽の方形化とが結
びあっている。 
 

３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 詩のメロディーの生成という意味では、音
楽と言葉の緊密な関係を求め始めたすべて
の楽劇作品を分析対象に論文にすることが
できた。《ニーベルングの指環》においては、
頭韻によるテクストそのものが音楽のフレ
ーズ構造とは亀裂を起こさず、それに代わる
ものとして和音ないし和声との関係によっ
て音楽と言葉の一致や亀裂を起こしている
ことが明らかとなった。《トリスタンとイゾ
ルデ》では、言葉の韻文／散文と音楽の韻文
／散文の関係の「ねじれ関係」という新しい
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視点を提示できた。《マイスタージンガー》
では、古い伝統的な手法によって新しい音楽
と言葉の関係を生みだす試みがなされてい
ることがみえてきた。そして最後のオペラ
《パルジファル》では、これまでの集大成が
図られていることを明らかにできた。 
 またヴァーグナー以降の作曲家マーラー
（1860-1911）の交響曲作品に対して、同様
の分析方法を適応したところ、彼ならではの
世紀末的な立場が明らかになった。また、本
来声楽作品に適応する韻律論的な観点を器
楽作品にも応用する手がかりを見つけるこ
ともできた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 これまでと同様に分析を続けていく。とり
わけこれまでの研究の中で仮説として提示
した問題については、より徹底した分析をす
る必要がある。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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